
福井の文化をきり拓く Fukui Aけcubure Forum
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FFUKKart (ふっか～と)」は福井市文化会館を拠点に活動するNPO法人福井芸術.文化フォーラム発行の文化誌です。
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5月上演決定!
福井芸術・文化フオーラムでは、地域に暮らす人々やさまざまなアーテイストが集い、交わり、表現を育むプ」

(場.基盤)となることを目指して、舞台作品づくりに取り組んでいます。福井に暮らす方々が出演したりスタ’

する市民参画型の演劇作品づくり。活動を通して、表現することを楽しみ芸術文化や地域への関心をちつ人を増

参加者どうしが互し、に交流することにより地域社会を元気にしていくことを目指しています。
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5月上演決定！ L-vot2
福井芸術・文化フオーラムでは、地域に暮らす人々やさまざまなアーテイストが集い、交わり、表現を育むプラットフオーム

(場.基盤)となることを目指して、舞台作品づくりに取り組んでいます。福井に暮らす方々が出演したりスタッフとして参加

する市民参画型の演劇作品づくり。活動を通して、表現することを楽しみ芸術文化や地域への関心をもつ人を増やすこと、また、

参加者どうしが互し、に交流することにより地域社会を元気にしていくことを目指しています。

初の活動は2013年。演出ま.相模友

士郎氏と福井に暮らす17名の市民が、

約半年間、200時間に及ぶ稽古期間をかけて

作品づ〈りに取り組みました。

演劇ラボ

「私の演劇/私たちの演劇」
を開催

D回目となる今回は、演出ま.多田淳之介

c̶氏を迎え、福井に暮らす人々とともに演

劇作品をつくります。新たに参加者を公募し、

1月には多田さんを講師にワークショップ「演

劇ラボ『私の演劇/私たちの演劇』」を開催し

ました。演劇ラホには、演劇未経験の方も含む

20 >"u 80歳代の15名が参加。演劇って何だ

ろう？演劇には何かできる？私たちに必要な演

劇とは？…考え、話し合い、やってみて、また

話し合う、モんな2日間でした。

主婦X演劇
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地域とアーティストとの共同制作舞台
Vol. 1 「それはかつてあった」(2013年)

演出：相模友士郎
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まずはお互いの演劇観を共有。

��.回の企画、実は福井に暮らすある主婦

/の声が発端です。福井で主婦をテーマ

にした作品を作って欲しい、子育てもひと段

落、時間もできたけど何か物足りない、老け込

むにはまだ早すぎる、モんな思いを演劇にぶつ

けたし、とし、うお話があり、この企画がスタート

しました。5月の上演には、演劇ラボの参加者

有志ほかが出演予定。地域に暮らす一般の市民

の方個人の声や心の叫びを出発点に、観る人が

生きることや福井の街に暮らすことをじっくり

と考えられるような作品を目指します。この作

品は、いま福井の人に届けたい演劇の姿です。

本格的な稽古がいよいよこの4月から始まりま

す。今回の新しい取り組みに、どうぞご期待く

ださい。
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2日目ばホール舞台上で身体を動か
します。
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多田さんに
簡いてみました！

多田さんは福井生まれと伺いました。

そうなんです。育った場所ではないのですが、両親共に福井出身、里帰
り出産だったので福井病院で生まれました。子どもの頃ち盆と正月には
每年父方の実まの美山に帰り、お年玉をもらって当時のだるまや西武で
買い物するのが楽しみでした。
$見在は埼玉県に住んでいますが、一年の半分は他の地域に滞在して公演
やワークショップ、その地域に暮らす「市民jと呼ばれる人たちと作品
を作つています。

1年のうち半分も。地道な活動ですね。

日本人は人生で演劇に触れる機会が少なく、そのせいでコミュニケー
シヨンについて悩んだり孤独になっていると、結構本気で思ってし、ます。
演劇を作る過程には様々なことがありますが、他人と協働しないと作れ
ません。人間を演じるわけですから、人間はどんな生き物かを考えなし～
とできません。みなさん、音楽を聴いたりライプに出かけたりしますよ
ね。演劇も同じです。音楽や美術のように、演劇も観たりやったりする
もので、少しでもそういラ機会を作れたらと思って活動しています。

±也域に暮らす人々と作る舞台の魅力は何でしようか？

俳優は演じるプロ、市民は市民であることのプロ、人ガ生きることを伝
えるには、本当にそこで生きてし、る人が舞台に上がった方が作品として
強くなります。モもモも演劇はそういうところから始まり、技術が生ま
れて芸術になったわけです。その原点の強さを持つ市民劇は、決して
プロの劣化版ではありません。

1月の演劇ラボの手応えは。

福井の人たちガ自分たちのことをどラ考えているかに触れられたのが
良かつたですね。自分たちへの発見ちあったんじやないでしよラか。4
月からの作品作りでも自分たちのことを考え、そして観客にとっても自
分たちのことを考え発見してもらえるような作品にしたいです。演劇と
はモういうものだと思っています。

ありがとラございました。

多田淳之力ム TADA Junnosuke

1976年、福#市生まれ。演出家、東京デスロック主幸。埼玉県富士見市民文
化会館キラリ☆ふじみ芸術監督。俳優、観客、時間を含めたその場での現象に
フオーカスし、近年は客席と舞台の区分をなくして、観客の当事者性を取り入
れた作品を発表している。

FuKKart Vol.42 0

まmけ場だのぜ
1
�
4
a
-
-
>

1
お
ま

ワ
の
み

プ
井
て

I
福
っ

ル
を
作



れレボ-卜

�'
を

36$:ま
�-I.-"=Sil,;'!l!llllih
©Mleli PHOTO DESIGN

音楽を素材に

作品をつくるワークショップ
2014年8月17日(日)

会場=福井市文化会館

講師：マイケル・スペンサー(ェデュケーター・ファシリテーター・ヴアイオリニスト)

参加者:18名

もたちの潜在能力を引き出すことを意識

的に行うことにシフトチェンシする段

階に来ていると感じたからです。そこ

で「引き出すこと」つまりは「フアシリ

テーシヨンスキル」ですが、この「フア

シリテーシヨンするとはどういうことな

のか」「フアシリテーシヨンがなぜ必要

なのか」を体験するワークショップを実

行委員会メンバーに受けてもらいたいと

実行委員長の酒井さんに提案しワーク

ショップの実施に至りました。講師のマ

イケル・スペンサー氏は、世界的に音楽

ワークショップを企画.実践している

フアシリテーターの第一人者です。私自

身が2年半前の研修でマイケルさんの

ワークショップを体験したことが出会し～

でした。マイケルさんがロイヤルオペラ

ノ\ゥスの教育部長をされていた時に、ア

スペルガー症や襲の子どもたちのワーク

ショップを行し\イギリスで評判になっ

たということを伺っていました。障がい

を持った子どもたちとのワークショップ

をされてきたマイケルさんの豊富な知識

や経験が今後の「みなぶた」の新しいス

テージヘのヒントになると思しXました。

この「みなぶた」は実行委員会メンバー

の情熱から10年続いている事業です。

実行委員会や参加する父兄が子どもたち

のために結束し頑張っています。他地域

ではこのような取り組みの例はほとんど

なく、誇れる事業だと思っています。し

障がいをもった子どもたちのダンス

や音楽の舞台発表である「みんなで舞

台に立とう！ ！(略：みなぶた)」事業

は、2005年からスタートし2015年

の4月で10回の節目の年を迎えます。

「障がいをもった子どもたちの表現の

場をつくる」という思いのもと集まつ

た保護者や先生が実行委員会を結成し

(最初は少人数のグループ)行われてい

る事業です。参加者も40名を超える

規模にまで少しずつ成長していきまし

た。最初は手探り状態で始まった「みな

ぶた」も回を重ねるにつれ、ダンスや

音楽以外の和太鼓や創作劇といった新

たな分野にもチヤレンジしてきていま

す。講師の方々の導きにより子どもたち

一人ひとりが輝く舞台になっています。

順調に歩んできている「みなぶた」で

すが、10回目を迎えるにあたり、そろ

そろ新しいステージにあがつてもいいの

ではないかと思うようになってきまし

た。講師が考えたプログラムを子どもた

ちに伝え練習をするという域から、子ど
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かし、何を目指していくかという目的が

全員で共有できていないと、情熱だけで

は継続していくことはとても難しいこと

です。今回のワークシヨツプでは、フア

シリテーシヨンの考え方を学ぶこと以外

にも、今後の「みなぶた」をどう展開し

ていくかを皆で話し合いができたことが

大きな成果でした。普段、あらたまって

じっくり話すという機会が持てなかった

実行委員会メンバーが、お互いの意見を

交換しながら将来を語る姿に今後の「み

なぶた」の展開が楽しみになりました。

マイクさんはよくこうおつしやいます。

「その先に何があるのか」。今やつている

ことの先に何をみんなが見ているのかと

いうことです。みんなで話し合いながら

つくった「10年後のみなぶた」に向け

ての道のりがみえたワークシヨツプでし

た。 (事務局・荒川裕子)

公演情報

みんなでぶたいにたとう！
->-X>10
一輝きを集めて未来ヘー

2015年4月12日旧)14:00

福井市文イヒ会館(ホール舞台上)

詳しくは、チラシやウIプサイトをご覧ください。

Ui

卿-2

公演情報

Miageruーミアゲル、女、モラトリアムー
2015年5月30日(土》19で0

5月31日旧)13:00/17:00
'公演内容については1ページをご覧ください。

・チケット料金等は、チラシやウェプサイトをご覧くださし、。

福井市文化会館
総合演出

多旧淳之介(東京デスロック)
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中羞浩之ル0ゆル福#芸術.文化フオーラム)

公募による市民

...-ン・・・▲���

0 FuKKart Vol.42

E
l
-
'

�
1

a
 
i



i1�i]i1 レポ� h

好け夕5014
2014年9月20日(土)～23日(火.祝)

文化会館などの文化施設だけでなく、街なかの身近な場所で舞台やバフオーマンスに親しんで

もらおうと開催している「まちげきム今回で4回目を迎えました。これまでは福井市中心市街

地ェリアにてフォーラム単独で実施していましたが、今回初めて福井市内外の、いわゆる市街地

ではな〈居住区域に会場を多く設定し各地域の団体、店舗、企業、お寺などとの共催で実施し

ました。

福井でも「中心市街地の活性化を」と

何年ち言われ続けています。何十年か前

の活気のある時代を思い、そう叫び続け

ているのだと思われます。しかし現実は

どうでしようか。福井の街は様変わり

し、若者は駅前や中心市街地よりェルバ

を中心にした辺りに棟り出し、街の活気

地図が変わってしまいました。「活性化

を」のかけ声で、中心市街地でイペント

を行し、ふだん中心市街地に行かなし、人を

呼び込んだとしても、その人たちが持続

して中心市街地に向かうことはありませ

ん。商圏として魅力に欠けることと恒常

的に楽しめるような仕掛けがないせいで

す。「活性化を」と言われ続けている中

心市街地の活気を取り戻すことは容易で

はありません。

こんな状況の中で私たちの本来の目

的「市民に優れた舞台芸術文化を届ける

こと」を中心市街地で行うことは、二重

三重のノ\ー ドルがあり、私たちだけの力

量ではとても無理ではないかという考え

から、中心市街地にこだわることをやめ

ました。それよりも地域のおじいちやん

おばあちやんや子どもたちが集まりやす

い場所で様々な舞台を催し、下駄履きで

楽しんでもらえる「まちげき」にシフト

することにしました。人が集まりやすい

場所、つまり地域の事業所、お寺、施設

などで「まちげき」を開催するのです。

「まちげきをやりませんか」という私

たちの呼びかけに快く答えていただい

た地域の事業所などは7箇所。チラシ

作りからチケツト販売まで、フオーラム

がサポートしながら、全て地域主催者で

やっていただきました。地域での取り

叙
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ひとりオーケストラ～松本真昭～

主催：一乗.創造の谷プロジェクト

会場：一乗ふるさと交流館

地域の子どもたちとの共演も行われました。

組みはいろいろ難しいことがありまし

た。子どもにチラシを配つても、父母や

おじし、ちやんおばあちやん世代にチラ

シが回らす三世代分のチラシが必要と

力ん内容がよくわからずチケットを勧め

にくいとか。挙げれば切りが無しべのです

が、それぞれの開催場所で老若男女が

集い、地域の方々に喜んでいただくこ

とができ、地域主催者からも「やって

よかった」という声をいただきました。

細かい反省は多々ありますが、今は点

でしかないこの人のつながりがやがて線

になり、ゆくゆくは、面となって街全体

が活気溢れるようになれば。そうなるこ

とを目指して、隔年でこの事業を継続

できたらと思います。次は「まちげき

2016Jでお会いしましよう。

(副理事長・前田耕一)

forum lab.はじめました 的14レキの4プ,,, 得廳し�⑥
フオーラムでは年間計画にしたがって様々な事業を実施しています。通常、事業を行うには、立案から実施に至るまでかなりの時間を要します。

時間をかければ、じっくりと企画を練り上げ準備することができる一方、新しい事業を始めにくい、機動性に欠ける、などのデメリットもあります。

そこで、新たにけorum lab. (フォーラムラボ)」という事業の枠組みをスタートしました。ラポ(実験室)の名の通り、市民の方の声をもとに事

業を試験的に立ち上げ、研究と実践を繰り返しながら、表現を育む場となってい〈ことを目指します。
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2014年5月7日、14日、28日(いずれも水曜)

トークカフニ 「アートの話がしたい」

会場:フオーラム事務所テーマは
「アートは社会を支えるか？」

ゲストスピーカーに朝倉由希氏、
信藤博之氏(いずれち研究者)。

�.,ん1▲ガ

��
2014年フ月28日ほ)

トークカフ1「舞台のはなしがしたいj

会場：フオーラム事務所

東京デスロック「GEAEMONY」(4べージ参照)を題材に、
演劇における観客について考える。ナピゲートは相模友土郎氏
(演出家)。

2014年10月21日(火)

「ちよこつとクラシックJ

会胃：を胃：cafe chotto (ホモきm)

親子でおもいつきり音楽を楽しみたい！
0歳’1歳のための離乳食つきフルートコンサート

11月フ日(金)、8日(土)

レクチヤー&ワークショップ

「わたしたちは動いているのかズ動かされているのか」

会場:福井市文化会館大会議室

演劇やダンスにおいて「身体」は、どのように捉え、どう扱う
ことが可能なのか。講師は相模友士郎氏(演出家)、佐藤健大
郎氏(ダンサー・振付家)。

FuKKart Vol.42 e



2014年度はこんな事業を実施しました 福井芸術.文化フオーラム
主催事業
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みんなで舞台に立とう！ ！
シーズン9簿台発表

M*】【【■む■d:&m福井市文化会館(ホール)

主催: 「みんなで舞台に立とう！ ！」をひろげる会/

Npo法人福井芸術.文化フオーラム

福井県内の特別支援学校♦学級に通う児童生徒-卒

業生らによる舞台発表。ダンス、太鼓、音楽劇のほ

か、今回は司会にも挑戦しました。

東京デスロツクrCEREMONYJ

福#市文化会館(ホール舞台上)
2014年7月26日は)

27日旧)

主催:東京デスロックー般社団法人unloQk/

Npo法人福井芸術.文化フオーラム

音を素材に作品をつ<るen
ワークシヨツプ J<T
きパ【【MJH=【だ1麗福井市文化会館(ホール)

まちげき2014
2014年9月20日(±)¦

̃23日(火・祝)I 福井市内外各地域
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劇団青年座

「プンナよ、木からおりてこいJ
ESEESEISESSa福井市文化会館(ホール)

主催:子どもいきいきプロジェクト/特定非営利活動

法人福井県子どもNpoセンター/Npo法人福

井芸術.文化フオーラム

それぞれの団体の持ち昧を活かした協働休制で実施

しました。ロピーには、娃のプンナにちなんだお弁

当-バンの販売や駄菓子屋さんが出現！楽しい雰囲

気につつまれました。

【蚕託事業】福#市中学校能楽教室

福井県能楽特別委員会による
体験と鑑ま
2014年11月10日(月)

���12日(水) 福井能楽堂

フオーラムでは福井市からの委託を受け幼児’中学

生を対象に演劇鑑賞教室を開催しています。市の事

業見直しもあり実施条件が年々厳しくなっています

が、弓Iき続きすべての子どもたちに舞台芸術鑑賞の

機会を提供できるよう取り組んでいきたいと考えて

います。

演劇ラポ
「私の演劇/私たちの演劇」
2015年1ポ3日(金)

24日(±) 福井市文化会館(会謎.ホール)

第13困芸文いこさ寄席
M,lw*,iJ:K>,福#市文化会館(ホール)

フオーラムの名物企画。手づくりのロピー展示も見

どころのひとつです。

ジュニアが奏でるスタインウェイ
ープルグミュラー25リレー演奏会一

K.Iレt*■ホパ：K"福井市文化会館(ホール)

福井に住む6歳から14歳までのリトルピアニスト

go名によるリレー演奏会。福井出身のアーテイス

卜との共演もありました。

編集後記

I集客にずっともがき続けてる。システムを変えていく方

策がきっとあるばず。 (K'M)

Fa»-�,' neaiKT �-r- , �し--ll�b

うたごえ喫茶2014
̃思い出の歌・心の歌̃

默・R【g:,ホが=■の■福井市文化会館(ホール舞台上)

歌唱リーダー進行のもと、歌謡曲や童謡を歌う参加

型コンサート。終演後すぐに「次はいつ開催するの

か、次も必す参加する！ jと何人もの方から声をか

けてし、ただきました。楽しみにしてくださるお客様

の笑顔が次の企画への活力です。

Arts in Education

̃日本の音̃

・yitEEairicaf�B

福井市内の19の小学校の子どもたちに筆‘尺Aの体

験と鑑賞の機会を提供しました。

【委註事業】福井市幼児演劇鑑賞教室

劇団角笛「角笛シルェット劇場J

福井市文化会館(ホール)
2014年10月29日(水)

30日(木)

・別れと出会いが交錯するこの時期。一つ一つを自分の糧

にしていきたい。モして芸文も、皆様にとつての素敵な

出会いの場にしていきたい。 (M'u)

連載「舞台の裏から」はお休みします。

福#芸術.文化フォーラムの活動を
応援しています(2014年度法人賛助会員)

北陸労働金庫
公益財団法人福井県予防医学協会
ホテルリパージュアケボノ

ェースイン福井

発行.お問い合わせ

��みNPO法人
吸福井■・文化フォーラム

Sl II

花月替車境■

東別院■

福#大仏■

¦暑福#市民福祉会館

I,福井市文化会館
.フオーラ

をぼてすぐ
載判所■I

ま
II

T=910-0019福井市春山2-7-1福井市文化会館内

TEL 0776-23-6905 FAX 0776-23-7905開所時間月̃金10:00̃18:00ズ土日祝休

E-mail geibun@geibun.info ◎公演.催し物の最新情報はwebでチェックhttp://geibun.info/

■福井芸術’文化フオーラムはどなたでも参加できる市民の団体です。

■ご意見.ご感想.ご要望など、メールまたはFAXでフオーラムまでお気軽にお寄せください。
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